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安藤 卓人 

1. はじめに 

―『あれ？なんで研究 “なんて” しているのだろう？』 

果たして，人生で一度もそんなことを思わない研究者が，この世に存在し得るのでしょう

か？私のような未熟者なんて，毎日のようにそんな戯言を言っております。私には別の未来

もあったのではないか。きっと並行世界の私はもっと高収入で，一軒家に住んでいて…みた

いな薄っぺらのラノベみたいな妄想です。しかし，実際のところ，そんなタラレバな世界は

なく，私たちは日々研究“なんて”しているわけです。 

なんで研究 “なんて”しているかの問いに対し，私は，「やりたいことだから」とキレイご

とを並べます。実際，知的好奇心が先行しているので間違っていません。そうじゃないと，

「理学」「地球科学」「古生物学」「有機地球化学」なんて分野をメインフィールドと謳うこ

とはできないのです。ということで，研究“なんて”と思ったら，私は「いまやりたいこと」

を書き出すことにしています。書き出せなければ，研究者“なんて”辞めればいいのです。そ

のようにして，溜まっては吐き出しの葛藤を繰り返しているからこそ，今日の研究者として

の私（たち？）があるのだと思います。なにが正しかったかは，人生を賭けない限り答えが

でないのですから。 

 

2. 動機 ～田舎者の価値観～ 

「地学を研究したい」と思ったのは高校生のころでした。もっといえば，小学 6年生のと

きに初めて自由研究で化石を探したときなのですが，具体的に研究意欲が湧いたのは，たし

か高校 2年くらいのころです。小中高と

吹奏楽部に所属し，男子率が数％の環境

下でラッパ吹きをしていました。中学は

海のそば（沖積平野），高校は丘（洪積

台地）の上でしたので，自然に向かって，

ラッパをぶっ放していました。いま思え

ば，自然をボーっと眺めながら音を奏で

るというのは，田舎育ちの特権でした。

なぜ雲は流れ，木々が生い茂り，海はど

こまで広いのか，なんて…さながらポ

エマー気取りでした。自然科学に興味を持つのは時間の問題だったのかもしれません。 

そんな田舎者は，大都会サッポロの大学に AO 入試で学力より好奇心を重視して転がり込

みました。大学時代もオーケストラに熱中しましたが，地学への愛は治まりませんでした。

古生物を研究したいと思っており，「カラスがニンゲンの次に世界を支配する」と語るN先

▲父がプレゼントしてくれたアンモナイトと
小学校の時に母と採取したサメの歯の化石 



生の研究室に決めかかったのですが，他大学に移ってしまって断念。実験で一番興味深かっ

た「ビジュアルケロジェン分析」を指導してくれた沢田 健先生の研究室に入ることとなり

ました。ビジュアルケロジェン（＝パリノファシス）分析の何が面白いか…有機地球化学の

研究者ならわかってくれると信じております。さながら宝探しをするようにアモルファス

有機物の宇宙をかき分けてパリノモルフの星々を探していく…あれ？今やっていることと

なんら変わりませんね。私の宝物リストは日々更新中です！ 

 

3. 開始 ～幕があがる～ 

 さて，もう（まだ!?）11年ほど前になりますが，いよいよ私の研究生活がスタートしまし

た。最初にとりかかったテーマは「ケロジェン化学」。三フッ化ホウ素ジエチルエーテル錯

体を用いて，結合態のステロイドやトコフェロール類などの環構造に官能基のある化合物

をケロジェンから減成するという…なんとも化け化けした研究でした。しかし，元から複雑

なテーマであったことに教育実習や院試も重なり，このテーマは半年で断念＋封印し，「藻

類バイオマーカーの研究」に漂着しました。実は高分子を取り扱う研究は今でも行ないたい

研究で，心残りの一つです。ケロジェン化学という有機地球化学におけるある意味でアンタ

ッチャブルな世界。どのように解き明かすか…様々な検討がなされてきましたが，その多く

が未だに謎のベールに包まれている。流行りものの方が研究はしやすいハズなのに，ついつ

いマニアックな方向性に行ってしまう私は多分…変態なのでしょう。 

そして，白亜紀海洋無酸素事変時の基礎生産者の研究にメインテーマがシフトします。前

半の研究で化合物としてステロイドを扱っていましたので，起源生物指標として使えそう

なジノステロイドに着目するのは半ば必然的でした。また，そのうち三芳香環ステロイドを

用いた指標検討をしたのも，先輩である中村 英人さん（当時 D3）が植物テルペノイドで

芳香族に着目していたので，要するに「研究室の流行」にのっただけでした（なんとも安

易！）。まさか，延長戦で博士までこの化合物の同定に苦しまされるとは思いませんでした

が…。それはさておき，流されるままに行きついた藻類バイオマーカーの世界。ですが，最

初の 1 年ですでに「やりたいこと」の核が仕上がっていました。 

 

4. 没頭 ～愛に満ちた世界で～ 

そこから先は学会等に参加するよ

うになったので，いろんな場での「出

会い」が大事になっていきました。コ

ツコツと研究を続けることも大事で

すが，他の研究者とのコミュニケーシ

ョンも重要です。沢田先生には，M1 の

ときから JpGU 連合大会から始まり，

IMOG まで様々な学会に連れていっ ▲初めての国際学会で観たスイスの山々 



てもらいました。研究を始めてまだ 1 年ほどの私に対等に接してくれる優しい研究者たち

と出会い，研究はひとりでやるものではないと思うことができました。このあとの私にとっ

て重要になる『仲間』を「楽しませる」「ワクワクさせる」研究がしたいという考えは，そ

の時芽生えました。どんな仕事でも重要な考え方かと思いますが，「科学」を通じて繋がる

ことは非常に大事で，コロナ禍の今だからこそ余計に感じているところもあります。 

そうして，私は博士課程に進学して研究を続けたいと思うようになりました。繋がりが大

事になってくる傍らで，周りの研究者のレベルと志の高さに驚愕し，何か自分にしかできな

いことを探しはじめます。そこで目をつけたのは，昔から興味のあった「古生物学」でした。

M1 の冬，周りの皆が就活を始めるなか，バイオマーカーと古生物学との共通点を探りつつ，

ひたすらに勉強を始めます。そして，「ビジュアルケロジェン法」のなかで，起源がわかる

有機物である「パリノモルフ（有機質微化石）」の扱いが非常に雑であり，分類等をしっか

り理解した上で有機地球化学的分析がしたいと思うようになります。このときに思い描い

た研究は，数年後の今になって実現可能になっているのですが，当時は世界が広がっていく

ように感じ，ただひたすら研究にのめり込んでいきました。 

 

5. 転機 ～新たな世界への扉～ 

そして，博士課程。D1 の時は研究生活を謳歌しました。D1 が一番楽しい説に賛同する

方々は多くいるかと思います。ひたすら実験を行ない，学会に参加し，あっという間に過ぎ

去り，そして迎えた冬に転機が訪れます。初めて参加した国際シンポの口頭発表での大失態。

…私は英語に苦手意識を持っておりました。そんななか，これも N 先生から，IODP へ参

加をしたらどうかと提案されました。時期は D2の冬，舞台はインド洋…2 か月の船旅でし

た。同年にフランスでの初の海外のフィールドワークを経験させてもらいましたが，中高か

ら続く英語への苦手意識がなくなること

はなく，正直不安でいっぱいでした。しか

し，JOIDES も住めば都。英語の訓練にこ

れほど適した場所はありません。これを機

に，海外の研究者との会話や議論をするた

めの「ハードル」が一気に下がりました。

そして流れるように D3 のときには，単身

でドイツに赴き，研究室訪問を行なってき

ました。そこで，憧れの研究者たちとも出

会うことができ，現在は共同研究を行なう

までに至っています。 

さてさて，楽しいときはあっという間に過ぎ去り，D3 を通り過ぎて D4になっていまし

た。D4 は本当に今までの「ツケ」が回ってきたような状態でしたが，塾のアルバイト等を

しながら，慌ただしい時を過ごしました。色々な先生方とのご縁があり，学位取得後には同

▲D3 ドイツ独り旅：メッセルピットにて 



じく北海道大学の北極域研究センターに勤めることになりました。初年度は低温科学研究

所に通い，私の年齢を超えているバカでかい顕微ラマン分光器を使った新しい研究にのめ

り込みます。ふと気がついたときには，ひたすら 1~2µmのアイスコアを昇華して得た塩微

粒子にレーザーを当て数千のラマンスペクトルを取得していました。自分こそ 2017 年に世

界で最もラマン分光器を使った男ではないかと思うに至るくらい，新しい手法というのは

大変魅力的なものでした。 

 

6. 躍動 ～何がやりたいかを探る旅～ 

 そんなある日，研究は自由にやっていいものだ。そんなことを突然思い始めます。きっか

けは，藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムに訪れたことでした。もともと，小さいころから「ド

ラえもん」という作品が私は大好きでした。ミュージアムには，F 先生の書斎があります。

そこにある本棚をみて，私は驚きました。そこには，地球惑星科学に関する本がズラリと並

んでいたのです。そして，F 先生の「科学感」と「人生観」が，「ドラえもん」を通じて，

私の好奇心や人間性を形作っていたことに気が付きます。有機地球化学や古生物学，古気

候・古環境学の研究が「ドラえもん」に与えた影響はもちろんですが，F先生が描いてきた

世界をより再現するための研究ができる状況にあるのだと。「ドラえもん のび太の恐竜」の

中で，のび太の試行錯誤を温かく見守るドラえもんの姿は，まさに私を支えてくれた研究者

たちや家族そのものではないかと。気がつけば，既婚者かつまもなく 30 にもなるのに，の

び太と自分とを結びつけて，感動で泣いている自分がそこにはいました。 

そんなこんなで札幌にもどり，グリ

ーンランドから届いたアイスコアの処

理をしている最中のこと。低温室での

作業も経験すること自体がレアなの

で，非常に満喫してはいたのですが，

「やっぱり現地に行きたい」と思って

しまいました。そもそもグリーンラン

ドは地質学者にとっても憧れの地で

すし…。最終的には，甘い誘いに乗

ってグリーンランド北西部の調査に同行することになりました（しかも 2年連続で）。氷山

の浮かぶフィヨルドで試料を採ったこと，氷帽の上をひたすら歩いたこと，プレカンの大露

頭で調査したこと，現地の生活を目の当たりにして彼らの「食」を経験したこと…まさに「ド

ラえもん」の世界ですが，そのすべてが私に「調査・研究の醍醐味」を思い出させてくれま

した。そういったこともあり，ついに「一番やりたかった研究」をするために，1ヵ月間だ

けですがドイツに研究修行に行くことも決意してしまいます。いま考えると採択された課

題とはいえ，契約社員としては最低最悪です…。短いあいだでしたが，集中してパリノモル

フの高分子分析の技術を習い，日本に無事に新手法を持ち帰ることができました。そして，

▲グリーンランドのとある場所にて 



これらの経験が更なる転機となり，現職へ繋がっていきます。 

  

7. 自由 ～行き着く先は何処～ 

 現在，私は島根大学・エスチュアリ

ー研究センターで特任助教として研究

を行なっています。任期は 3 年ですの

で，あと 2 年もすればこの地を去る必

要があります。今は，中海で毎月調査

をし，泥や水の中のパリノモルフやバ

イオマーカーの研究を行なって，過去

へとつなぐためのモダンアナログを

とる研究を行なっています。調査の

度に IODP やグリーンランドで感じた「調査・研究の醍醐味」を味わい，そして噛みしめ

ながら研究を続けています。また，ポスドクのときに学んだ分光法を駆使して，M2 の時に

夢見たパリノモルフの高分子分析を進めております。最近，中海の堆積物試料からとても興

味深いパリノモルフを発見し，今までの研究が繋がってきたことに感動していますが，それ

はまだまだ私の「小さい世界」でのお話。これから『仲間』を「楽しませる」「ワクワクさ

せる」研究へと昇華させるために頑張っていければと思っています。 

 これらの研究を進めるにあたって，北極域研究センターのポスドク中に裏で事前に進め

ていたことがあります。それは，水生パリノモルフの同定法に関する勉強です。水生パリノ

モルフの分布を理解し，それをバイオマーカーと繋げて有機地球化学と古生物学の両面か

ら議論するには，まずは「同定」なのですが，日本でこれができる研究者は 2~3 人しかい

ません。このような研究は，古臭い手法と思われがちですが，脈々と受け継ぐ必要があると

私は思います。ステロイドやホパノイドの同定も然りです。そして，いつしかそういった「消

えかかった研究」に再びスポットライトがあたり，新たなサイエンスが生まれると信じてい

ます。密かに数年間勉強をつづけた結果，ようやく自分でデータを出せるレベルまで習熟し，

「古生物学」の研究者と同じ価値観で話すことができるようになりました。そうやって築い

た人間関係で，「微古生物学勉強会オンライン（On-Mic）」をコロナ禍の中で運営し，その

流れで 2020 年の地球化学会でもオンライン運営に携わることになり，with コロナの研究

のあり方を様々な分野の研究者と一緒に考えることができています。 

 

8. おわりに 

まとまりがありませんが，伝えたいことは，「すべては繋がる」，つまり，研究もコミュニ

ケーションも（だけでなく何でも），「無駄な事なんてない」ということです。論文をリジェ

クトされてばかりいる私が言えるようなことではありませんが，「いつかすべてが繋がる」

と信じて研究や研究者コミュニティの維持をしていくことが，この先はとても大事になっ

▲嵩山から眺める中海と大山 



てくるのだと思います。なので，学生やポスドクの皆さん，もっと放浪しましょう。楽しく

やりましょうというわけです。私は，有機地球化学会のアットホームな雰囲気がとても好き

です。これからも皆で支えあい，時に切磋琢磨しながら，常に良い研究をしていければと思

います。そのためにも，冒頭の『あれ？なんで研究 “なんて” しているのだろう？』の問い

は常に抱きつつも，それに対して「いまやりたいこと」をしっかり答えられるようにしたい

ものです。 

 

 

追記： 全然関係ないですが，裏テーマとして，「音楽を続けながら研究をする」ということ

もしています。YouTube には作曲・編曲した曲をアップしたりしています。ちなみに 2 回

のドイツ研究旅行はドイツ音楽に触れたかったという不純な動機も混じっておりました…。

学会で行ったウィーンやプラハも最高でした。それはさておき，音楽は人を繋げます。

JOIDES Resolution 号の船上，AGU open-mic でのバンド演奏，ICP paleomusicology での

演奏はとても良い思い出ですが，それ

と同時に「あのラッパ吹きだ」と老若男

女問わず私のことを認識してくれま

す。このようにコミュニケーションの

「入り」として音楽は偉大です。もちろ

んちゃんと研究で認めてもらう必要は

ありますけどね…。一緒になにか演奏

したい方を常に募集しています！ 


